
平成２１年度まちづくり地区懇談会 

期間・回数 

  平成２１年１１月１２日～２０日（７日間）１４カ所・１４回 

テーマ 

  新しいまちづくりとわたしたちの暮らし 

   ～市の財政状況、新しいまちづくりの計画などについて～ 

 

開催結果 

 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１２日（木） 

落合生活館 

１７人 

 

主な質問・意見 

・市立病院の１週間の診療体制は 

→内科、外科、整形外科、小児科は、月曜日から金曜日まで毎日診療を実施しており

ます。産婦人科は週に 2回、耳鼻科は週に 1回、眼科は週に３回の外来診療を行って

います。 

 

・市立病院で新たに血管外科の診療を増やせないのか 

→医師の確保が困難な点から、新たな診療科の増設は、現在は予定していません。 

 

・アルテでカフェを整備したが、整備の際、地元町内に何も連絡がなかった 

→今後は、そのようなことがないように対応します。 

 

・火葬場跡の道路整備が現地に見に来たが、なかなか実施されない 

→早急に現地調査をして対応してまいりたいと考えています。 

 

・現在、進徳でアンテナショップを実施しているが、それが将来、道の駅になるのか

→国の事業を活用し、3 年間の実証実験を行うために開設したもので、そこでの結果

などを踏まえ、食の駅を検討することとしています。 

 

 



・健全化判断比率のうち実質公債費比率を 18％以下にする目標だが、もう少し低くで

きないのか 

→18％は国が示している安全基準であり、それに近づけるために、新たな借り入れを

しないようにして段階的に削減をしていきたいと考えています。 

 

・市立病院の内科待合室を閉鎖しているのはなぜなのか 

→新型インフルエンザの院内感染防止の対策として、一般の患者さんと隔離し診察す

るため、２階の内科待合室を使用しています。 

 

・東栄小学校は統合をするのか 

→生徒も減少していき、来年度から完全複式学級になります。統合はＰＴＡや地域の

皆さんの理解をいただくことが前提であり、今後、ＰＴＡや地域と打合せをして方向

を定めていきます。 

 

・バスの運行時間で、高校の通学に朝の時間帯が合わない 

→現在のバス運行は平成 13 年度に決定したもので時間が経過もしていることから、

今後、再度検討していきたいと考えています。 

 

・美唄川の用地内の木が多く、道路の見通しが悪い 

→土現が下流から木の伐採を実施しているので、もう少しでこの地域も実施される予

定と聞いています。 

 

・ゆ～りん館、パークゴルフ場の経営状況は 

→ゆ～りん館で温泉、パークゴルフ場、スキー場を指定管理者として運営をお願いし

ています。 

 道内観光は厳しい状況ですが、ゆ～りん館は若干の利用者数の減少にとどまってい

ます。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１２日（木） 

市民会館 

１５人 

 

主な質問・意見 

・病院特例債とは 

→公立病院の赤字支援策として、H20年に国から 8億円程度借り入れたお金で、7年

間で返済することになっています。 

 

・現在の総合計画での人口設定について 

→計画を策定した平成１２年の人口を維持することとして設定したもので、新たな計

画では将来人口の設定について検討しているところです。 

 

・財政健全化計画の実施にあたり見直しをしながら進めては 

→市民の皆さんのご意見も聴いて見直すべきものは見直して実施していきたいと考え

ています。 

 

・病院の経営が改善されたみたいだが、医療面での収入の動きと資金不足比率につい

て 

→入院患者が増えて収益は上がっています。資金不足比率は、流動負債＋建設改良費

以外の地方債残高－流動資産－解消可能資金不足額／医業収益という計算により求め

られる数値です。 

 

・財政状況の市民に分かりやすい情報提供を 

→市民の方々への適切な情報提供によりご理解いただくことは大切なことなので、そ

の方法などを検討してまいります。 

 

・これからのまちづくりでは、施策を絞り込んで実施してほしい 

→現在、市民の方々と計画を策定しており、重点的な施策も含めて検討してまいりま

す。 

 

 

 



・総合計画の策定に当たり、総論だけではなく各論も分かるようにしてほしい 

→現計画では、基本計画で目標値を設定するなど数字で分かりやすく進捗状況を確認

できるようにしており、各分野について具体的な方向や取り組みなどを盛り込みたい

と考えています。 

 

・地産地消での市の考え方は 

→市民に地場産品を理解していただく機会などを設けていきたいと考えております。 

 

・宮島沼の来客者による経済効果は 

→年間 27,000人程度が来ており、具体的な効果額は出していませんが、市の特産品を

買ってもらう仕掛けづくりなどを行い効果を上げたいと考えています。 

 

・東明公園で池周辺に水芭蕉を植えては 

→検討させていただきます。 

 

・病院の特例債の利息は 

→利息は、国から一部補てんされます。 

 

・７年間で市立病院の赤字を本当に解消できるのか 

→計画を着実に進めれば、解消は出来ると考えています。 

 

・専大と市民との交流を図るべきでは 

→留学生とは交流活動を行っていますが、広く学生との交流ができるよう検討してい

きます。 

 

・自転車のカーシェアリングを導入してはどうか 

→導入については、管理面などで難しい状況かと思います。  

 

・専大の研究機能を活用しては 

→研究の成果は財産でもあり、更なる産学官の連携を進めながら取り組んでいきたい

と思います。 
  

・まちづくりなどの計画は、もっと市民に関心が持たれるよう周知が必要では 

→市民との情報共有は重要ですので、あらゆる機会で周知していきたいと考えていま

す。 
  

・まちづくりの交流活動で市民の個々の力を活用しては→ 

市民の皆さんのご協力をいただきながら交流人口を増やすよう努力していきたいと考

えています。 
 



・施設の管理者と利用者が話合いの場を設けてほしい 

→施設利用者の目線は大事であり、いろいろな意見を聴いて施設運営の参考にしてい

きたいと考えています。 
 

・アンテナショップの利用状況は 

→夏は、1日当たり 10万円程度、秋になり７万円程度の売上げになっています。 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１３日（金） 

光珠内福祉会館 

１２人 

 

主な質問・意見 

・市議会や市の懇談会での要望が市民への回答がない場合がある 

→すぐ回答できるものは回答していますが、回答もれがないよう徹底してまいります。 

 

・総合計画で市の将来像と具体的な方策が見えない 

→新たな計画では、具体的な方策など市民アンケートも参考にしながら、未来会議な

どで協議していきたいと考えています。 

 

・市民は医療に対し不安がある 

→医師確保、経営改善で医療の維持を図るほか、将来に向けて地域医療の検討も進め

ているところです。 

 

・H21年度で除雪路線をどのくらい縮減したのか 

→地域の皆さんとの話し合いで、約２ｋｍ程度縮減しました。 
 

・道路の除雪は必要であり、ほかの経費を削減して除雪路線の延長は維持すべきでは 

→道路に家がないところを、地域の理解のもと除雪路線から除いていますが、問題が

あれば検討していきたいと考えています。 
 

・人口増対策として、札幌の通勤圏という考え方があるのでは 

→通勤では利用しやすい交通手段が必要となりますが、多くの普通電車が岩見沢止ま

りとなっている現状を改善するのは困難な状況ではないかと考えています。 

 

・病院経営の赤字解消の要因は 

→不良債務を解消するため職員の協力を得ている点が大きいと考えています。 
 

・病院経営の面で建物の改築が必要であるし、内科医も変わりすぎでは 

→建物の改築は、新たな債務が発生するので現状で補修しながら使用していきたいと

考えています。また、内科医の確保は大変厳しい状況ですが引き続き確保に努めます。 
 
 



・早期退職により、残っている職員が過重になっていないか 

→職員は４年前と比べ２割程度減っています、この状況を打破するため意識改革を含

め頑張ってもらっています。 

 

・町内会で市の役職を選出している場合、その役職で市政功労が決定したら町内にも

連絡を 

→今後、そのように努めてまいります。 

 

・財政削減策として、市議会議員の人数減やカリヨンの塔の維持費の節減を考えては 

→市議会議員の人数は市議会で検討しています。カリヨンの塔は、管理経費としては

少ない状況にあります。 

 

・ネット公売を実施しないのか 

→土地、建物、物品などを実施しています。 

 

・地域要望でなく道路パトロールで確認して路面整形をグレーダーなど実施できない

か 

→パトロールを実施していますが、目が行き届かない部分もあり、気が付いたときに

ご連絡をいただくなど、地域のご協力もお願いします。 

 

・光珠内墓地の無縁仏墓に骨箱がおいてあった。心ない人もおり、たまには市営墓地

を巡回しては 

→実施します。 

 

・５号、21線の道路側溝（柵渠）の改修はどうなっているのか 

→早急に改修方法も含め検討していきたいと考えています。 

 

・水害対策としてビバイイクシュンベツ川築堤の整備計画は 

→国では下流から整備をしており、これについても国に要望をしていきます。 

 

・選挙会場が光珠内中央小からふれあいセンターに変更になり、駐車場も狭く、靴を

脱ぐので高齢者には使用しづらい 

→選管に伝え改善するようにします。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１３日（金） 

峰延福祉会館 

１２人 

 

主な質問・意見 

・美唄は福祉のまちというが、実態と今後の考え方は 

→みんなが安全で安心して住めるまちづくりを進めており、今後も実施していきます。 

 

・峰延での国道拡幅で歩道が狭くなり、障がい者にとっては歩きづらくなるのでは、

市の考え方は 

→地域の事情に対応してもらうよう国に要望していきたいと考えています。 

 

・峰延の国道拡幅に対し都市計画の変更は考えているのか 

→都市計画税などのさまざまな要因があり、現状では計画決定は困難な状況だと考え

ています。 
 

・未来会議の委員選定と期間は 

→公募や団体推薦などで委員を決定しており、任用期間は 2年間となっております。 

 

・民生委員などは、どのように選んでいるのか 

→町内会の推薦により決定しています。 

 

・高齢者の福祉施設で無認可の施設はあるのか 

→市内には無認可の施設はありません。 
 

・市の計画で人口対策は 

→企業誘致などは厳しく、札幌の通勤圏もＪＲの利便性で進まない状況にありますが、

交流人口の拡大などにより定住につなげる努力を今後も続けてまいります。 

 

・リフォーム助成金の現状と将来予定は 

→高齢者に対するバリアフリー改修などを 1/3の補助で、限度額 20万円で実施をして

います。今年度の予算は 750万円で、来年度も引き続き実施していきたいと考えてい

ます。 
 



・農業の基盤整備は、政権交代でどのようになるのか 

→国では事業の見直しをしていますが、農地再編は重要であり整備を進めると聞いて

います。 
 

・市議会議員の定数を削減しては 

→過去に 6名削減しており、定数に関しては市議会で検討していると聞いています。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１６日（月） 

開発福祉会館 

６人 

 

主な質問・意見 

・病院の資金不足比率は、健全化期間内に改善できるのか 

→過去の不良債務は一般会計からの繰入で、その他は医療収益を上げてH27年度まで

に改善することとしています。 

 

・実質公債費比率が 22％と高めだが、将来の見通しは 

→国の安全基準が 18％であり、まちの活性化も考えながら新たな借金を抑制し公債費

率を下げていきたいと考えています。 

 

・病院の医療サービスで、夜間診療などの時間延長を検討しては 

→以前小児科の時間延長の話がありましたが、医師などの問題もあり難しい状況です。 

 

・税などの収入確保の対策として強制執行を実施しては 

→市のサービスの制限や差し押さえを強化し実施しています。 

 

・地域として、①５号線の道路整備 ②晩生内線の住宅入口の橋の段差解消の２つの

要望をしているが状況は 

→①５号線の道路整備につきましては、開発橋の改修状況を踏まえ実施していきたい

と考えています。 

②橋の段差解消につきましては、段差が大きいことから、工法などを含め検討させ

てください。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１６日（月） 

進徳生活館 

１１人 

 

主な質問・意見 

・現在の計画での将来人口 31,000人について 

→計画策定時の平成 12年当時の人口で、企業誘致や交流などで人口を増やしながら現

状を維持することとして設定したものです。 

 

・人口増の方策について 

→企業誘致、移住など実施しているが、人口増に効果が見出せない状況にあります。

なお、札幌への通勤圏という話もいただいていますが、ＪＲの普通列車のダイヤの問

題もあり実現は難しいと考えています。 

 

・健全化による取組みで、くみ取りの特別手数料も上がるのか 

→今年 4 月からくみ取り手数料を値上げさせていただきましたが、今後さらに値上げ

する予定はありません。 

 

・町内で独居の高齢者が孤独死することがあり、福祉との連携などで対応する方法は

ないか 

→市の地域包括センター、民生委員、社会福祉協議会、地域が協働で高齢者を見守る

仕組みを築いていきたいと考えています。ぜひ、力を合わせて取り組みましょう。 

 

・三井幼稚園の廃止について 

→今年 5 月に地域の意見交換会を実施し、今月も実施を予定しています。皆さんのご

意見をお聴かせいただきたいと考えています。 

 

・道の駅は、現時点ではどうなっているか 

→基本構想で農業を中心に「食にこだわったまちづくり」を進めることとしており、 

実証実験としてアンテナショップを開設したところです。この結果を踏まえ今後は更

に検討していくこととしています。 

 

 



・政権交代で市には影響があるのか 

→さまざまな面で不透明な状況にありますが、今後も地方の声を聴いてもらうよう努

力していきたいと考えています。 

 

・健全化計画を実行して良いまちに 

→病院経営で新たな借金をつくらず、過去の不良債務を解消しないと、まちづくりが

できなくなるので、少しでも早く健全化計画を進めていきます。 

 

・市議会や市でも市民懇談会を実施しているが、そのたびに同じ意見が出ているので、

連携を取って実施してほしい 

→市議会の議会報告会は今年初めて実施されましたが、市と市議会が連携して実施で

きないかも含め、協議をしていきます。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１７日（火） 

西美唄福祉会館 

１０人 

 

主な質問・意見 

・専修短大の見通しは 

→専大の入学者が少なく経営が厳しい状況であり、定員確保のために短大も努力をし

ており、市も今後とも支援していくこととしています。 

 

・自衛隊の削減の見通しは 

→本市には、自衛隊員の家族を含め 1,000 人程いらっしゃり、削減などがあれば、そ

の影響は非常に大きいので、道内自治体と連携し、全道一丸となって維持存続を要望

しているところです。 

 

・国営再編事業で通年施行の所得対策を要望してほしい 

→以前から要望していますが、工事のスケジュールなども含めて勘案しながら実施の

際に要望するなどしていきたいと考えています。 

 

・マガンの食害対策で新たな方策は 

→現在の対策も年々効果が薄くなっており、空知支庁と餌場対策を協議しているとこ

ろです。 

 

・旧西美唄小学校の早期解体を 

→学校耐震化を早急に実施しなければならない問題もありますが、実施できるよう検

討してまいります。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１７日（火） 

東４条福祉会館 

１２人 

 

主な質問・意見 

・病院改革プランを遂行することができるのか 

→病院のスリム化や医療収益の増加で平成 20年は黒字となりました。赤字を出さない

状況を今後とも継続していきたい。ただ、過去の不良債務は病院では返済できないの

で、一般会計から繰入して返済しますが、その主な財源は職員給与の削減によるもの

となっています。 

 

・内科医師を確保し、医療の充実を図り信頼される経営を 

→医師を確保するのは非常に厳しく、現状の体制では高度医療はできない状況なので、

砂川市立病院と連携して高度医療に対応しています。まず、赤字を解消し、信頼され

る病院づくりに向けて努力してまいります。 

 

・高齢者が多く市民の生命を守る病院になれば経営が良くなるのでは 

→公立病院は不採算部門も抱えていますので、経営を成り立たせ地域医療を守るため

に国に対し要望してまいりますし、市も最大限の努力をしてまいります。 

 

・公立病院が赤字になる原因は 

→民間が行わない救急医療などの不採算部門を担当していることと職員費の割合が多

いことによるものと考えています。 

 

・これからの病院経営は、赤字がひどくならないうちに対応してほしい。 

→手遅れになると大変な問題になりますので、早急に対応してまいります。 
 

・冬の前になると道路工事が多く実施されているのでは 

→国などへの補助申請で許可になるまでに時間を要し、この時期の工事となることが

あります。 
 
 
 
 
 



・福祉除雪で歩道がある場合は対象外となっているが、条件を緩和できないのか 

→いろいろなケースがありますので、個々の状況などを確認し検討していきたいと考

えています。 

 

・除雪で、玄関まで雪を置かれたことがある。細かいことでも業者と打合せを 

→今年度の除雪業者が決定しましたので、業者を集め指導していきます。 

 

・公園遊具の雪囲いをしていないが、壊れないのか 

→順次、雪囲いを実施しているところです。 

 

・子ども達が、注意しても公園にゴミを投げ捨てる。家庭、学校でマナー指導を 

→小さい時から教えるのが大事であり、学校にも伝えます。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１８日（水） 

東福祉会館 

１６人 

 

主な質問・意見 

・厚生年金から、介護保険料と住民税が天引きになったが口座振替にならないのか 

→介護保険と住民税は法律が改正され年金からの天引きとなり、口座振替は選択でき

ないこととなっています。 

 

・天引きされる年金の種類を選択できるのか 

→年金の種類により優先順位が定まっており選択はできないこととなっています。 

 

・メロディーで市の財政状況が記載されていたが、市民に分りやすくしてほしい。 

専門用語で分かりづらい 

→これまでも分かりやすく見ていただけるよう工夫していますが、今後も分かりやす

い表現など工夫していきます。また、市では財政状況を説明する出前講座も実施して

いますので、ご利用いただきたいと思います。 

 

・健全化計画での歳出削減が弱いのでは 

→健全化計画は毎年、見直しをしながら７年間進めて行くもので、見直しの中で削減

も検討し進めていきたいと考えています。 

 

・税の滞納対策として滞納などの情報を公開しては 

→悪質滞納者に対し差し押さえを実施するなど収納対策を強化していますが、総額 7

億円程度の滞納額があり、収納実態や滞納状況などお知らせする方法を考えてまいり

ます。 

 

・医療職と一般職の給料は違いがあるのか 

→給与条例により、医療職と一般職の給料表を別々に定めています。 
 

 

 

 



・10月に新型インフルエンザで小児科に 200人くらいの患者が集中したことがあり、

事務職を含めた応援体制など現状を踏まえた対応が必要では 

→10月は、17日 18日の休診日に 1日 100名の患者さんが来て、小児科外来を開設し、

看護師と職員を増員し対応をしました。翌日の月曜日には 200人の患者さんが来て、

看護師の負担を軽減するのに事務職員を配置し対応したところです。 
 

・下水道の合併浄化槽で、お寺で設置する場合に市の制度が適用されない理由は 

→下水道区域外で、市で一般家庭用の 10人槽までの合併浄化槽を設置していますが、

事業者用などの人槽が大きいものは事業者の方に設置していただくこととなっていま

す。 

 

・新型インフルエンザで多数の患者が来た場合などの危機管理体制がなっていない 

→緊急時などは、スムーズな診療ができるよう市全体で対応していきたいと考えてい

ます。 

 

・休日の診療で問題があったのでは 

→救急医療は医師会の協力を得て実施していますが、課題があれば打合せをして改善

していきたいと考えています。 

 

・救急医療は常勤の医師を確保し実施すべきでは 

→大学病院でも医師が不足しており、常勤医師の確保は難しい状況にはありますが、

今後も引き続き努力してまいります。 

 

・財政健全化計画での補助金や施設運営で削減ができる事業があるのでは 

→今後も事業の必要性や効率性を精査しながら計画を推進してまいります。 

 

・学校においてインフルエンザ予防として、手洗い、うがいを実施しているが、水道

水でなく温水の対応はできないのか 

→現在の施設では難しい状況ですが、検討してまいります。 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１８日（水） 

東明西福祉会館 

７人 

 

主な質問・意見 

・市民が自ら意見を出し行動できるまちづくりが必要ではないか 

→市と住民とが役割分担、連携してまちづくりを進めていくことが必要だと考えてい

ます。 

 

・ヘルシーマラソンで公認ハーフだけ表彰しているが、地方の参加者も多く、年代別

など他のクラスの表彰も実施しては 

→内部で検討させていただきます。 

 

・東明公園で提体の盛り土工事を実施しているが、下の方に駐車場は整備できないの

か 

→駐車場のスペースが取れるか検討してみます。 

 

・展望台に簡易トイレでも設置できないか 

→管理上、設置は困難ですが、観光物産協会が、桜まつりなどイベントを行っている

ので、イベント時の設置を協議していきたいと思います。 

 

・東明公園に芝桜を植えては 

→いいアイデアなので内部で検討していきたいと思います。 

 

・東明公園に芝桜を植えるのであれば、市民が自宅の庭で余っている苗を持ち寄って

植えては 

→内部で検討し、実現できるよう取り進めていきたいと思います。 

 

・市立病院の内科で入院できるようにしてほしい 

→大学病院でも医師不足で、医師確保は厳しい状況ですが引き続き確保に向け努力し

てまいります。 

 

 



・推定人口 31,000人の根拠は 

→現在の総合計画の中で計画を策定した平成 12 年当時の人口を企業誘致や定住対策

により維持することとして設定したものです。 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１９日（木） 

日東福祉会館 

１９人 

 

主な質問・意見 

・美唄駅近くの中央バス待合所のそばにトイレを設置できないか 

→敷地の問題もありトイレの設置は難しく、駅のトイレを利用していただきたいと考

えております。 

 

・美唄駅近くの市民バスの待合所が壁と地面の間が空いているので、風が入り寒い 

→駅の 1 階に待合所を設置していますので、そちらを利用していただくようお願いし

ます。 

 

・駅の中の待合所が寒く、屋根でも付けてほしい 

→暖房イスを設置し寒さ対策をしていますが、更なる対策を検討してまいります。 

 

・美唄の若い人が地元に残れるよう企業誘致してほしい 

→空知団地への企業誘致も近年はなく厳しい状況ですので、雇用の場を創出するため

にアンテナショップ開設など新たな仕組みづくりを検討してまいります。 

 

・市立病院で訪問診療を実施できないのか 

→高齢化社会が進む中で訪問医療を検討していますが、医師が不足している状況で実

現は難しいものの、今後も検討してまいります。 

 

・中央バスに対しての乗車人数が少ないからといって減便しないよう、市から要請し

てほしい 

→一部減便されましたが、市民の足の確保をするよう中央バスに申し入れをしていま

す。 

 

・国道のバス停で、吹雪のときに近くの寺の車庫で待っていたらバスが停車しなかっ

た。吹雪の日は、徐行するなどの対策を 

→このような実態もあるので、中央バスと相談し対応していきたいと思います。 

 



・他市で、誘致企業に対し土地の賃貸などで成功している例もある 

→市では企業の土地購入や工場の建設に対し、税を免除する優遇策を実施しています。 

 

・救急外来の職員の意識改革を 

→救急外来は医師会の協力を得て実施しており、さまざまな病院の医師が係わってい

るので、課題が生じた場合は医師会と協議して改善しており、職員も研修などを受け

させています。 

 

・議会報告会、まち懇、地域応援チームなどがそれぞれ地域要望を聞いているが、同

じことをしているので、懇談会のあり方を検討すべき 

→議会報告会とまち懇につきましては、市議会と相談し重複しないような形で実施し

ていきたいと考えています。地域応援チームつきましては、定期的に会議を持つとい

うやり方ではなく、必要なときに積極的に地域に職員を派遣して地域課題の解決を図

っていく仕組みですので、ぜひ、ご活用ください。 

 

・市町村合併についての考えは 

→合併は今の段階では考えていません。 

 

・朝のスクールバスが早いので、9時ごろの市民バスを運行してほしい 

→過去に利用者が減って減便した経過もあることから、効率面からもバス以外の公共

交通も検討してまいりたいと考えています。 

 

・市は多額の借金があり、人口も減少している中、将来のまちづくりの見通しはある

のか 

→高齢化、人口減の中にあっても希望が持て、身の丈にあったまちづくりを進めてい

きたいと考えています。 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月１９日（木） 

南美唄福祉会館 

１６人 

 

主な質問・意見 

・病院経営の不良負債の説明を改めてしてほしい 

→病院の不良債務は 23 億円あり、一般会計からの繰入れ（年平均 3 億）と病院経営

の黒字化で平成 2７年度までに解消してまいります。 

 

・脳外科を受診している身障者の方から、①市内でも診療体制が取れないのか②市外

入院した場合の家族への支援はないのか、と相談を受けたが方策はあるのか 

→脳外科は市内で診療することができないため、岩見沢、砂川にお願いしています。

市外入院の家族支援は現在行っていません。 

 

・間口除雪の料金はどのように設定しているのか 

→利用者の所得によって４つの区分で負担金を設定しています。 

 

・身障の方の市外通院に対する交通費助成をしてほしい 

→国の身障者の助成制度や市の福祉タクシー制度があります。 

 

・市の雇用対策は 

→国の支援制度を活用し、雇用の確保を図っていきたいと考えています。 

 

・眼科、耳鼻科などの個人病院も増えてきて、人口も減少していくなか、病院経営は

できるか 

→将来の地域医療を守るために現行の診療科を維持していきたいと考えています。 

 

・南美唄は独居老人も多く、地域応援チームは地域の状況を把握しているのか 

→地域の実情を把握しながら、地域の課題解決に向けて取り組んでいきますので、ご

相談いただくようお願いします。 

 

 

 



・茶志内小学校で食の駅を実施するのか 

→今年度に食の駅基本構想を策定しました、現在、進徳町にアンテナショップを開設

し、その実証結果を踏まえて食の駅の検討をしてまいります。 
 

・除雪の出動基準と降雪の測定場所は 

→除雪の出動基準は車道が 13cm、歩道は 10cmとなっており、降雪量の観測は消防署

で実施しています。 

 

・南美唄の環境整備計画は 

→南美唄は環境整備する場所も多くあり、連合町内会と協議をしながら進めていきま

す。 

 

・南美唄のコミニティセンターにＡＥＤの設置を 

→内部で協議し設置について検討したいと思います。 

 

・消防の消火栓などの標識の文字が消えかかり、判らない状況であり、改修を 

→毎年、取替えをしており、順次実施していきます。 

 

・南美唄福祉会館の通路舗装の時期は 

→地域要望を受け、現在、見積もりを実施しており、事業費を見ながら検討していき

ます。 

 

・下５条５丁目の道路舗装は実施しないのか 

→南美唄の舗装は、連合町内会と市で協議をしながら実施していますので、舗装の要

望は、町内会から連合町内会に要望書を提出していただくようお願いいたします。 

 

・総合計画の中で南美唄はどういう位置づけなのか 

→総合計画でこれから中身を議論しますが、人口減少などの現実を踏まえ、地域の特

性を整理し計画策定を進めていきたいと考えています。 

 

・町内会の役割は重要なので育成や助成はどうやるのか 

→ささえ合う仕組みが町内会であり、高齢化が進んでいる中、現行がいいのか、広域

的な再編がいいのか、地域の歴史を整理しながら、皆さんと協議してまいりたいと考

えています。 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月２０日（金） 

我路生活館 

８人 

 

主な質問・意見 

・病床率の引き上げ対策は→Ｈ20年に病床を 45床削減し、現在は 75％の利用率にな

っています。 

 

 

 



 

開催日時 

会  場 

参加人数 

平成２１年１１月２０日（金） 

茶志内中央福祉会館 

１１人 

 

主な質問・意見 

・美唄市内の企業が来年度に新採用する予定者数は 

→2、3名の予定となっております。 

 

・美唄は新採用も少なく、人口が減少する一方なので雇用対策をしっかりやってほし

い 

→民間の状況も厳しく、市では 5 名程度新規採用をする予定ですが、現在、国の制度

を活用しアンテナショップで４名を雇用しています。 

今後もさまざまな制度を活用し雇用の確保を図っていきたいと考えています。 

 

・茶志内の空地の活用対策は何かないのか 

→地域を守るため、国や道に要望していきたいと考えています。 

 

・茶志内小学校の跡利用は予定があるのか 

→地域と行政が連携をして茶志内の核として活用できるよう、今後十分に考えていき

たいと思っています。 

 

 

 


